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バーベキューの実施について 

■目的 

 学生教職員の交流の場として、各クラスや学友会、サークル団体などの活動活性化、学生・教職員と

の交流活性化を目的とする。 

 

■利用手順 

 キャンプ場（p.2）を利用してバーベキューを行うには下記の手順で申請・準備等を行う。 

 

 

■注意事項 

※ 原則として教職員の立会いの下で実施すること。 

※ 未成年の飲酒や飲酒運転が行われないように十分に注意すること。また、平日の 8時 50分から

17時 40分には飲酒しないこと。 

※ 食材を扱うときは必ず手を洗い、新鮮な食材の入手・管理を行うなどの衛生管理を徹底するこ

と。 

※ 大きい音を出すなど近隣住民の迷惑となる行為は行わないこと。また、花火は行わないこと。 

※ 芝生の上での直火は行わないこと。 

※ 盗難、事故等のトラブルは全て自己責任とする。 

※ 施設や借用した備品等を破損・汚損した場合は学生課へ申し出て指示に従うこと。 

※ 使用後に指導を受けた場合は直ちに片付けのやり直しを行うこと。指示に従わない場合はその後

の使用を禁止する。  

①施設使
用願提出

•本館3階法人事務局の総務課から「運動公園施設使用許可願」（p.3）を受け取り、必要事項を
記入して総務課へ提出する。

②備品使
用願提出

•本館1階の学生課から「物品借用願」（p.4）を受け取り、必要事項を記入して学生課へ提出す
る。（借用物品が無い場合は不要）

•借用物品例：テント、BBQコンロ、テーブル、イスなど

③準備

•担当の決定、食材の手配、足りない物品の購入を行う（p.5）。

•物品の例：炭、着火剤、チャッカマン、うちわ、洗剤、たわし、はし、皿、ゴミ袋など

•事前にキャンプ場の下見やBBQコンロなどの備品の確認を行う。

④実施

•キャンプ場入口のカギを受付から借りる。

•バーベキューを行う。（照明が無いため遅くなる場合は注意）

⑤後片付
け

•借用物品は、使用後にきれいに洗い、乾かしてから元の場所へ返却する。また、キャンプ場及
び周辺の掃除を行う。

•使用した炭は砂場の中央に捨て、ゴミは各自で持ち帰る。

⑥報告
•終了後は、学生課へ報告し、片付け状況のチェックを受ける。
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キャンプ場 

 

 

  

キャンプ場 

入口（施錠） 

砂場 

※ここで BBQを行う。 

トイレ、洗い場 

大学 
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運動公園施設許可願 記入例 
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物品借用願 記入例 
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バーベキューで使用する用具等のリスト例 

用具等 
借用

あり 

□ グリル・コンロ あり 

□ 鉄板・プレート・網 あり 

□ トング（肉用、魚用、野菜用、炭用にわける） あり 

□ 炭（1人当たり 1kg目安）  

□ 着火剤  

□ 皮製のグローブか軍手  

□ ライターやチャッカマンなど  

□ うちわ  

□ クーラーボックス、蓄冷材や保冷剤  

□ 包丁・ナイフ  

□ まな板  

□ ボール  

□ ラップ  

□ 串  

□ 調理用ビニール手袋  

□ コップ  

□ 取り皿・盛り皿（加熱前用、加熱後用）  

□ 箸  

□ 雑きん  

□ ゴミ袋（分別のために複数枚あると良い）  

□ ピーラー  

□ キッチンペーパー  

□ ウエットティッシュ、ティッシュ  

□ レジャーシート  

□ 洗剤  

□ スポンジ、たわし  

□ テント あり 

□ テーブル あり 

□ イス あり 

※借用可能な用具は変わる可能性があります。詳しくは学生課へお問い合わせください。 

 


